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ハ
ワ
イ
6
大
学
2
0
0
9
年

春
季
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
去

る
4
月
11
日
に
カ
ポ
レ
イ
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
33
名
が
出
場

し
た
。立
教
か
ら
は
、村
川
、藤
居
、

澤
田
、
寺
泉
、
光
成
の
5
名
が
出

場
し
頑
張
っ
た
が
、
力
及
ば
ず
最

下
位
に
終
わ
っ
た
。
次
回
は
10
月

に
マ
カ
ハ
イ
ー
ス
ト

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て

開
催
さ
れ
る
の
で
頑

張
っ
て
上
位
入
賞
を

目
指
し
た
い
。

　

N
Y
立
教
会
で
あ
る
金
原
先
輩

経
営
の
レ
ス
ト
ラ
ン〈
炙
り
屋
金

之
助
〉に
て
夏
の
総
会
を
開
催
致
し

ま
し
た
。お
集
ま
り
下
さ
っ
た
方
々

は
総
勢
33
名
で
、そ
の
中
に
は
、新

規
会
員
の
方
10
名
も
参
加
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
人
数
は

比
較
的
多
い
方
で
、そ
の
理
由
は
、

総
会
開
催
1
ヶ
月
前
、N
Y
の
フ

リ
ー
の
地
方
新
聞
の〈
同
窓
会
総

会
〉欄
へ
N
Y
立
教
会
が
紹
介
さ
れ

た
こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
残
念

な
が
ら
こ
の
度
は
現
役
生
の
参
加

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
数
名

現
役
の
方
か
ら
も
今
回
は
ご
参
加

頂
け
な
い
旨
を
お
伝

え
頂
き
ま
し
た
。
今

後
N
Y
立
教
会
を
幹

事
役
員
8
名
で
盛
り

上
げ
て
い
く
つ
も
り

で
い
ま
す
。

　

6
月
11
日︵
木
︶ひ
ろ
し
ま
国
際

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、2
0
0
9
年
度

広
島
立
教
会
総
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、昭
和
29
年
〜
平
成

12
年
卒
業
生
の
55
名
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。

　

広
島
立
教
会
会
長
今
井
誠
則
氏

︵
昭
44
年
経
営
卒
︶の
挨
拶
の
後
、

前
前
会
長
の
松
田
欣
也
氏︵
昭
34

年
経
営
卒
︶の
乾
杯
に
よ
り
懇
親

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
広
島
東
洋

カ
ー
プ
の
選
手
の
広
池
浩
司︵
平

8
年
社
会
卒
︶を
は
じ
め
、11
名
の

初
参
加
者
が
自
己
紹
介
を
行
い
ま

し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
大
正

琴
の
演
奏
を
聴
き
な
が
ら
、
和
気

藹
々
の
内
に
楽
し
い
時
間
が
あ
っ

と
言
う
間
に
す
ぎ
ま
し
た
。

　

最
後
に
校
歌
を
合
唱
し
、記
念

写
真
を
撮
り
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

広
島
立
教
会
の
総
会
は
毎
年
6

　

東
京
、海
老
名
、藤
沢
、伊
勢
原
、

秦
野
、
小
田
原
、
厚
木
方
面
に
在

住
、在
勤
の
校
友
が
集
い
、厚
木
市

内
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル
に
て「
平
成
21

年
度
厚
木
立
教
会
の
集
い
」︵
総
会
︶

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
大
学

よ
り
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
、さ
ら

に
昭
和
41
年
度
経
済
学
部
卒
業
、

本
学
陸
上
競
技
部
O
B
、
52
日
間

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
走
破
ギ
ネ
ス
記
録

達
成
の
楠
田
昭
徳
氏
を
お
招
き
し

て
、お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
は
役
員
改
選
の
年
に
当
た

り
、
新
会
長
に
山
口
巌
雄
氏
、
代

表
幹
事
に
大
久
保
春
樹
氏
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
以

後
懇
談
会
に
入
り
、
先
輩
・
後
輩

と
も
ど
も
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う

ち
に
、無
事
終
了
し
ま
し
た
。な
お
、

当
会
で
は
本
年
11
月
28
日︵
土
︶

市
内
七
沢
温
泉
元
湯
玉
川
館
に
て

「
厚
木
立
教
会
忘
年
会
」を
行
い
ま

す
。
近
隣
の
立
教

大
学
O
B
・
O
G

の
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

6
月
13
日︵
土
︶中
央
線
三
鷹
駅

南
口「
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
桃

亭
」に
於
い
て
、お
い
し
い
中
華
料

理
と
瓶
だ
し
紹
興
酒
を
楽
し
み
、

立
教
学
院
創
立
1
3
5
周
年「
立

教
未
来
計
画
」へ
の
寄
付
を
目
的
と

　

内
容
充
実
と
地
域
的
拡
が
り

︵
松
戸
・
柏
・
我
孫
子
︶を
見
せ
て
い

る
松
戸
立
教
会
は
定
時
総
会
を
行

い
ま
し
た
。
母
校
か
ら
は
校
友
会

総
務
委
員
長
清
水
恒
明
氏
、坂
本

輝
彦
氏
、募
金
室
宇
野
裕
樹
氏
が

出
席
、
近
況
等
を
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
年
は
役
員
改
選
の
年
に
当
た

り
会
長
に
雨
宮
勇
造
氏︵
S
31
文
・

社
︶を
全
会
一
致
で
再
選
、
他
の
役

員
は
新
会
長
よ
り
指
名
を
受
け
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
報
告
の

中
で「
6
月
の
六
大
学
対
抗
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
で
立
教
チ
ー
ム
優
勝
」と

の
ニ
ュ
ー
ス
に
拍
手
が
沸
き
上
が

り
ま
し
た
。
雨
宮
会
長
は
今
年
度

計
画
の
1
つ
に「
立
教
未
来
計
画
」

へ
の
寄
付
を
上
げ
、
賛
同
を
得
ま

し
た
。
続
い
て
記
念
講
演
�
講
師 

楠
田
昭
徳
氏︵
S
41
卒
・
体
育
会

陸
上
競
技
部
・
箱
根
駅
伝
4
年
連

続
出
場
︶ギ
ネ
ス
新
記
録
・
連
続
52

日
間
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
記
録
�
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
楠
田
氏
の
人
生
経

験
と
記
録
達
成
ま
で
の
話
は
お
人

柄
も
相
ま
っ
て
勇

気
と
感
動
を
与
え

て
下
さ
い
ま
し
た
。

懇
親
会
は
ス
ピ
ー

チ
等
楽
し
く
進
め

ら
れ
再
会
を
約
し

て
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

懇
親
会
を
兼
ね
て
の
総
会
は
、

会
員
21
名
の
参
加
に
て
開
催
い
た

し
ま
し
た
。総
会
で
は
幹
事
よ
り
、

母
校
の
近
況
報
告
、
新
入
会
員
の

　

神
奈
川
県
の
県
央
地
区
、︵
座
間
、

海
老
名
、綾
瀬
︶三
市
の
立
教
大
学

卒
業
生
の
会
が
座
海
綾
立
教
会
で

す
。
今
か
ら
28
年
前
昭
和
56
年
11

月
に
校
友
48
名
が
集
り
設
立
総
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、諸
々

事
情
に
よ
り
、
実
活
動
は
な
く
休

眠
状
態
で
推
移
し
ま
し
た
。「
座
海

綾
立
教
会
」の
復
活
を
図
る
為
に
昭

和
38
年
卒
森
田
氏
を
中
心
に
、
熱

心
な
校
友
7
名
が
奔
走
し
、
平
成

21
年
6
月
28
日
オ
ー
ク
ラ
ホ
テ
ル

海
老
名
に
36
名
が
集
り
、
28
年
ぶ

り
に「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
座
海
綾
立
教

会
」総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
39
年
卒
和
田
氏
の
名
司
会

に
懐
か
し
い
歓
談
で
盛
り
上
が
り
、

最
後
に
昭
和
33
年
卒
応
援
団
服
部

氏
に
よ
り
校
歌
、

応
援
歌
を
斉
唱
し

感
動
の
一
日
で
し

た
。

　

座
海
綾
立
教
会

が
今
後
益
々
発
展

す
る
よ
う
全
員
で

頑
張
り
ま
す
。

　

静
岡
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ
恒

　

総
会
を
木
澤
校
友
会
副
会
長
、

北
岡
S
B
会
事
務
局
長
に
出
席
し

て
い
た
だ
き
会
員
25
名
の
参
加
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
本
年

初
の
試
み
と
し
て
、
総
会
後
に
菱

村
千
枝
講
師
に
よ
る
講
習
会
を

開
催
し
会
員
の
研
修
も
兼
ね
ま
し

た
。
総
会
13
年
目
を
む
か
え
、
現

在
把
握
し
て
い
る
会
員
は
1
2
7

名
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
と
も
会

を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
本
学
卒
不

動
産
鑑
定
士
等
の

か
た
で
会
案
内
の

な
か
っ
た
方
の
ご

連
絡
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

S
B
会
は
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
生
活

文
化
研
究
会
の
略
称
で
、不
動
産

業
界
関
係
者
の
集
ま
り
か
ら
始
ま

り
、現
在
は
多
業
種
界
に
会
員
約

3
0
0
名
を
擁
す
る
異
業
種
交
流

会
で
す
。
ほ
ぼ
毎
月

開
催
さ
れ
る
例
会
か

ら
、各
種
の
企
画︵
春

秋
神
宮
応
援
・
プ
ロ

野
球
観
戦
・
ゴ
ル
フ

　

当
会︵
略
称「
立
教
I
T
会
」︶

の
年
次
総
会
を
兼
ね
た
例
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
最
高
顧

問
に
佐
藤
雄
二
朗
氏︵
昭
30
経
・

キ
ャ
ノ
ン
I
T
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

︵
株
︶顧
問
︶、会
長
に
大
塚
裕
司
氏

︵
昭
51
営
・︵
株
︶大
塚
商
会
代
表
取

締
役
社
長
︶他
、本
年
度
役
員
を
選

任
し
ま
し
た
。

　

勉
強
会
で
は
、日
本
電
気︵
株
︶、

︵
株
︶リ
コ
ー
、ル
ミ
ダ
ス・ジ
ャ
パ
ン
、

︵
株
︶大
塚
商
会
の
4
社
に
よ
る「
グ

リ
ー
ン
I
T
」に
関
す
る
講
演
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
当
会
幹
事
の
尼
ケ
崎

公
彦
氏︵
昭
34
数
︶に
よ
る
乾
杯
で

始
ま
っ
た
懇
親
会
で
は
、
新
入
会

員
紹
介
、
名
刺
交

換
、
恒
例
の
応
援

歌
・
校
歌
の
斉
唱

と
盛
り
上
が
り
の

う
ち
に
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

　

入
会
お
申
込

み
・
お
問
合
せ
は
、

︵
株
︶大
塚
商
会

内
立
教
I
T
会
事
務
局︵
０
３
︲

３
２
６
４
︲
７
１
１
１︵
大
代
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

︶ま
で

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

深
川
立
教
会
第
30
回
記
念
総
会

が
7
月
5
日
門
前
仲
町
の
東
天
紅

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
立
教

大
学
、
近
隣
立
教
会
の
ご
来
賓
の

皆
様
、会
員
含
め
総
勢
55
名
が
参

加
し
た
。
深
川
ら
し
い
迅
速
な
総

会
審
議
の
後
、
手
塚
会
長
か
ら
大

橋
総
長
に
立
教
未
来
計
画
へ
の
寄

付
が
行
わ
れ
た
。
和
気
藹
々
の
歓

談
後
、
深
川
立

教
会
名
物
大
福

引
大
会
で
大
い

に
盛
り
上
が
り

幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

　

平
成
21
年
度
の
定
期
総
会
を
、

コ
ン
ペ・
ク
リ
ス
マ
ス
会
等
︶よ
り

会
員
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
が
、

今
回
は
去
る
6
月
13
日︵
土
︶に
実

施
し
ま
し
た「
北
鎌
倉
紫
陽
花
散

策
ツ
ア
ー
」を
御
紹
介
し
ま
す
。当

日
は
25
名
の
参
加
で
北
鎌
倉
駅

集
合
後
、明
月
院︵
紫
陽
花
観
賞
︶

〜
葉
祥
明
美
術
館︵
葉
氏
S
45
卒

O
B
︶〜
源
氏
山︵
昼
食
︶〜
銭
洗

弁
天
〜
鎌
倉
大
仏
〜
鎌
倉
駅︵
懇

親
会
︶の
コ
ー
ス
を
散
策
し
、有
意

義
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
当

会
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
問
い
合

わ
せ
先

ま
で
御
一
報
下
さ
い
。

個
人
情
報
保
護
法
の
関
係
で
会
員

の
把
握
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
の

で
新
会
員
の
情
報
を
極
力
お
知
ら

せ
下
さ
い
。

　

事
務
局  

新
座
市
片
山
1
‐
14

‐
7 

法
師
人
不
動
産
鑑
定
事
務
所 

法
師
人　

育
央

例
の
納
涼
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
が
、
静

岡
市
駿
河
区
の
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
静
岡︵
宜
野
座
猶
一
総
支
配

人
・
46
経
︶で
開
か
れ
ま
し
た
。
今

回
は
お
祝
い
事
が
多
く
、
遠
藤
裕

孝︵
46
法
︶静
岡
市
議
の
連
続
当

選
、古
尾
泰
子︵
47
産
︶静
岡
市
立

高
校
教
諭
の
定
年
退
職
に
祝
杯

を
挙
げ
ま
し
た
。
ま
た
加
藤
太
一

郎︵
44
法
︶会
員
の
焼
津
信
用
金

庫︵
ま
る
せ
い
︶理
事
長
就
任
が
報

告
さ
れ
、
ま
た
6
月
4
日
の
富
士

山
静
岡
空
港
開
業
に
貢
献
し
た
鹿

野
内
国
裕︵
56
観
︶全
日
空
静
岡
支

店
長
と
伊
藤
博
重︵
59
産
︶日
本
航

空
静
岡
支
店
長
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ

て
出
席
者
一
同
で

ビ
ー
ル
ジ
ョ
ッ
キ

を
傾
け
ま
し
た
。

な
お
出
席
者
数
は

い
ま
ま
で
の
ビ
ア

パ
ー
テ
ィ
の
最
高

記
録
と
な
り
ま
し

た
。

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
懇
親
会
で

は
６
名
の
方
に
、
在
学
時
の
思
い

出
話
を
詳
し
く
披
露
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

の
も
と
、最
後
に
ス
ク
リ
ー
ン
に
映

し
出
さ
れ
た
母

校
を
見
な
が
ら

校
歌
・
応
援
歌

を
声
高
ら
か
に

歌
い
、
盛
会
の

う
ち
に
閉
会
し

ま
し
た
。

月
に
行
っ
て
い
ま
す
。
7
月
か
ら

は
毎
月
、第
2
月
曜

日
に
18
時
〜
21
時

の
間
に
同
窓
生
が

三
々
五
々
集
ま
れ
る

よ
う
に
場
所
を
決

め
て
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

し
た
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
・
バ
ザ
ー
を
企
画

し
、総
会
・
懇
親
会

を
来
賓
を
含
む
参

加
者
28
名
で
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

5
月
16
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
は
い
つ
も
開
催
し
て
い
た
市
内

の
会
場
で
は
な
く
、
校
友
の
経
営

す
る
温
泉
施
設「
駿
河
の
湯
」に
て

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
と
懇
親
会
の
合
間
に
は
、

皆
で
温
泉
を
楽
し
み
ま
し
た
。
座

敷
で
の
懇
親
会
で
懇
親
を
深
め
て
、

ま
た
の
再
会
を
約
し
て
散
会
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、6
月
7
日
に
は
駿
河
湾

の
浜
辺
に
て
、
家
族
も
参
加
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、「
地
引
き
網

大
会
」を
催
し
ま

し
た
。
校
友
家

族
な
ど
50
余
名

が
、捕
れ
た
魚
に

舌
鼓
を
打
っ
て

大
い
に
楽
し
み

ま
し
た
。

N
Y
立
教
会 

夏
の
総
会

'09
・
7
・
9

ハ
ワ
イ
6
大
学
2
0
0
9
年

春
季
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

レ
ス
ト
ラ
ン

「
炙
り
屋
金
之
助
」

【
出
席
者
】

神
山
公
佑

福
井
真
三

大
久
保
宗
朝

浪
打
武
彦

古
町
真
男

高
橋
俊
行

高
橋
直
彦

坂
本
憲
子

堀
口
康
範

菅
原
和
彦

︵
幹
事
長　

澤
田
和
男　

記
︶

︵
小
川　

記
︶

広
島
立
教
会
総
会

ひ
ろ
し
ま

国
際
ホ
テ
ル

︵
貫
名
徹　

記
︶

平
成
21
年
度
厚
木
立
教
会
の
集
い

︵
若
尾　

記
︶

静
岡
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ

納
涼
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

︵
浪
打　

記
︶

松
戸
立
教
会
第
5
回
定
時
総
会

︵
丹
治　

記
︶

︵
阿
久
津
公
一　

記
︶

品
川　

ホ
テ
ル

パ
シ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
東
京

︵
事
務
局
長︵
株
︶大
塚
商
会　

上
席
執

行
役
員　

広
瀬
光
哉　

昭
54
産　

記
︶

︵
事
務
局
・
北
岡　

記
︶

八
戸
立
教
会
総
会
・
懇
親
会

八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
情
報
技
術
会

門
前
仲
町　

東
天
紅

不
動
産
鑑
定
士
立
教
会

第
一
食
堂
藤
だ
な

厚
木
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ラ
・
フ
ル
ー
ル
」

松
戸
商
工
会
館

カ
ポ
レ
イ
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

海
外
・
地
域

職

域

'09
・
4
・
11

'09
・
6
・
11

'09
・
6
・
13

'09
・
7
・
28

'09
・
6
・
20

'09
・
6
・
24

'09
・
7
・
5

'09
・
6
・
13

'09
・
6
・
13

'09
・
6
・
15

校

友

の

広

場

S
T

.
P

A
U

L
'

S
 

A
L

U
M

N
I

校

友

の

広

場

三
井
良
友

佐
藤
順
一

細
越
英
樹

瀧
澤
克
次

工
藤
俊
夫

一
山
吉
治

中
川
原
俊
雄

和
田
利
治

佐
々
木
育
子

東
海
林
信
行

松
永
大
助

鎌
倉
散
策
ツ
ア
ー

沼
津
立
教
会

'09
・
5
・
16
/
6
・
7

温
泉
施
設
「
駿
河
の
湯
」 

駿
河
湾

jim
ukyoku@

stpaul-it.net
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w
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セ
ン
ト
ポ
ー
ル
生
活
文
化
研
究
会︵
略
称
S
B
会
︶

T
E
L
０
４
８
︲
４
７
７
︲
８
５
３
３

F
A
X
０
４
８
︲
４
７
７
︲
８
６
３
７

︵
田
辺
義
明
55
院
社
前
・
元
本
学
社

会
学
部
兼
任
講
師　

記
︶

深
川
立
教
会
総
会

︵
昭
和
33
年
卒　

岡
田　

記
︶

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
座
海
綾
立
教
会

オ
ー
ク
ラ
ホ
テ
ル

海
老
名

'09
・
6
・
28 ︵

33
社
︶

︵
37
営
︶

︵
39
営
︶

︵
40
社
︶

︵
42
営
︶

︵
44
経
︶

︵
45
法
︶

︵
49
文
︶

︵
50
法
︶

︵
平
4
法
︶

︵
32
営
︶

︵
35
営
︶

︵
39
営
︶

︵
39
法
︶

︵
41
営
︶

︵
42
法
︶

︵
44
社
︶

︵
46
文
︶

︵
49
文
︶

︵
51
理
︶

︵
平
17
営
修
︶

チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン

桃
亭

'09
・
6
・
13

三
鷹
立
教
会
第
21
回
総
会
・
懇
親
会

︵
幹
事　

野
田　

記
︶

︵
幹
事
長　

植
松
引
義　

記
︶

厚
木
立
教
会
事
務
局　

若
尾
哲

朗　

T
E
L
/
F
A
X
０
４
６
︲

２
２
４
︲
０
１
８
８

●
い
た
だ
い
た
原
稿
に
つ
い
て
は
、編
集
の
都
合
上
、変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。「
校
友
の
広
場
」に
は
常
に
多
数
の
応
募
が
あ
り
、現
在
な
か
な
か
タ
イ
ム
リ
ー
に
ご
掲
載
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。原
則
と
し
て
年
間
一
団
体
、一
掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ご
理
解
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

又
は
0
3
︲
3
3
4
5
︲
8
9
9
1


